
古くから藩主・庶民の信(鵬i厚かった「おたや』
|月 14日夜から翌日にかけて行われるおたや祭。毎年、横町の伊勢宮で盛大な

祭 リが行われ、当 日はだるまや縁起物の庖が出るO

伊勢宮の祭神は天照大神、豊受大神て、、あリ、以前は秋和にあったのが元和 8年

(1622年) 1 0月に今の場所へ移されたようだ。

『おたやさま』 どは、伊勢の豊受神社の祭リの呼び名。かつては祭リの当日に

は伊勢神宮から祭事祈とうをする 「御師』が出向いてきて神札を分けたという。
おたび ゃ

ここはその 「御師』の宿場となっていたため 「御旅屋」ど呼ばれ、略 して 『おた

やJど呼ばれるようになったどいうことだ。

伊勢宮境内にあった神職合議所では、大正10年 (1921年〉に創設され、大正デ

モクラ シーの潮流の中で高 く評価されている生涯学習機関、「上田自由大学」の

第 |回の講義が行われた。その後この建物は映画館として使用されたが、現在は

取リ壊され、その姿はない。

伊勢宮のす ぐそば、姪沢川に架かっていた柳橋。 上田駅川原柳線道路改良工事

にどもない、現在架け替え工事が行われているが、 この春には工事も終 了し、新

しい橋と して生まれ変わる O 来年は、 この新しい柳橋を渡って、多く の参け¥，¥客

がおたや祭を訪れることだろう。
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上
岡
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会
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地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
予
算
計
上

12月市議会定例会が12月1日から21日まで聞かれました。今回は

49議案が審議され¥すべて可決、承認されました。

一般会計補正予算は¥①(仮称)上田市総合福祉センターの整備

②特別養護老人ホーム建設補助 ③点字図書館の体制強化 ④農産

物等流通業務施設整備 ⑤災害復旧事業を重点に24億円余を計上¥

これにより補正後の一般会計予算の総額は¥前年比11.1%増の509

億1088万円となりました。そして、特別会計予算は地域振興券交付
わがつまただ

事業に7億円余が計上されました。また、教育委員会委員に我妻忠
お

夫さん (59歳・倉升〉が任命されました。

園
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条
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制
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委

マ
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田
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税
条
例
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一
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改
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特
定
非
営
利
活
動
促
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(
N
P
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)
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方
税
法
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ラ
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テ
ィ
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す
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制
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収
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す
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.12月市議会で決ま った10年度予算案

¥¥  補正予算額 予算総額

一般会計 25億2649万円 509億1088万円

特別会計 14億 328万円 360億3052万円

11.1.76 
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12月議会における条例の改定により

水道料金・下水道使用料などが
変わります/ 計画管理課(固⑫8243)

-市営水道料
水道は日常生活に欠かせない大切な施設。市では、安

全でおいしい水を安定して供給するため、老朽化した水

道管の布設替えや渇水、災害に強し 1水道施設の整備を推

進しています。

水道事業は、すべての事業活動に必要な経費を料金収

入で賄うことになっていますが、現行の水道料金の算定

期間が今年の3月で終わることから、新たに算定期間を

4年間に定めて、この間の収支が賄える必要最小限の改

定を行L、ます0

.改定の理由

今後4年間の収支見通しでは、現行料金のまま据え置

いた場合、施設整備費の増加や施設整備に係る借入金の

返済額の増加などにより約6億円の赤字が見込まれます。
今回の料金改定は、この収入不足額を補うためにお願い

するものです。

.料金改定率

料金改定率は、平均9.40%です。
水道局では、経費節減により、できる限引郎、料金で、

きれいな水をいつでも安心して使っていただけるよう努

力をしています。安定した経営を継続していくために必

要な改定ですので¥ご理解をお願L、します。

-下水道・農業集落排水施設使用料金
下水道の整備は、市民の皆さんの5郎、要望であり、市
でも下水道の建設を積極的に進めています。

これらの施設の維持管理は、利用者の使用料で賄われ

ていますが、現在の使用料では、この経費を賄うことが

できず、不足額は市税などで補っています。

不足額を市税などで補うことは、下水道未整備地区の

皆さんとの税負担の公平を欠くこととなり、今後の下水

道整備に影響が出ることも予想されます。

このため、今回必要最小限の改定を行liます0

・改定の理由

現行の使用料金のままでは、今後2年間で、下水道で、約

6億円、農業集落排水施設で・約4億円それぞれ不足が見

込まれます。

今回の料金改定は、この収入不足の一部を補うために

お願いするものです。

.使用料の改定率

算定期間の平均改定率は、公共下水道で;13.7%、農業

集落排水施設で、20.6%です。

下水道事業会計等の厳しい現況をご理解し 1ただき、利

用者の皆さんのご協力をお願し、します。

[3] 11. 1 .16 

-新水道料金表 (2か月)

料金 (2か月)
量水器

水量料金
の口径; 基本料金

i.I< 王E呈~ 料金(1niにつき)

13mm 1，320円 1 n1以上 20n1以下 40円

20mm 2，960円
21 n1以よ 60n1以下 130円
61 m3以上100m3以下 148円

25mm 4，540円 101 n1以上 158円

30mm 8，7 40円

40mm 13，660円

50mm 21，660円

75mm . 50，280円 1 ni以よ 158円

100mm 83，480円

125mm 125，400円

150mm 181，760円

※料金は、上記料金表で算定した額に消費税率を乗じて得た

額になります。

[計算例]

口径13mmの使用水量が2か月で40rrfの場合の料金
(円未満は切り捨て〉

{1，320円+(40円X20ni)+(130円x20 ni)} x 1 05/1 00 =4，956円

.下水道・農業集落排水施設使用料金表(2か月)

使用料金表 (2か月)

¥¥  水 ]呈~ 料 金

基本料金 16m3以下 2，280円

17m3以上60m3以下 161円

61 n1以上100n1以下 180円

超過料金 101 n1以上200n1以下 198円
(1 m3に
っき) 201 n1以上600ni以下 208円

601 ni以上1000ni以下 228円

1001 n1以よ 238円

公衆浴場用 1 m3につき 13円

※料金はよ記料金表で算定した額に消費税率を乗じて得た額

になります。

〔計算例〕

使用水量が2か月で40rrfの場合の使用料(円未満は切り捨て〉
(2，280円+161円x24ポ)x 1 05/1 00=6，451円
(注〉上水道が市営水道の場合は、上水道料金といっしょに

納めていただきます。
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~検診のご案内~

( 上田市の統計から 〉
-上田市で、平成9年に亡くなられたかたの内訳は
第1位がん(25.7%)
第2位 心臓病(19.1%)
第3位脳血管疾患(16.3%)

E蓋彊彊E男女別がん死亡状況(平成9年)
その他 3人(2.1%) 

悪性リンパ種 2人(1.4%)

甲状腺 2人(1.4%)

胆のう・胆管 2人(1.4%)

ぼうこう 3人(2.1%) 

喉頭 4人(2.9%)

前立腺 5人(3.6%)

食道 10人(7.1%) 

牒臓 14人(10.0%)

と¥三大成人病といわれる生活習漬病が多 く¥第4位の肺炎
(11.5%)を含めると全体の約73%となっています。特に 「が
ん』による死亡は¥年々増加しており¥男女別のがん死亡状

況はグラフ 1のとおりです。

その他 4人(4.0%)

悪性リンパ種 2人(2.0%) 

脳 3人(3.0%)

卵巣 3人(3.0%)

子宮 6人(6.1%) 

梓臓 7人(7.1%) 

胆のう・胆管 7人(7.1%)1 

肝臓 7人(7.1%) 

乳房 9人(9.1%) 

ーがん・心臓病・脳血管疾患はこんな年齢に多いのです。
生活習慣病は、気付かぬ うちにじ わ じわと進行している場合があります。実際に40歳頃から病気の発症率が グ

ンと高 くなってきます。早期発見 ・早期治療が大切です。

年齢別死亡原因は グラフ 2のとおり¥40歳代から70歳代は¥「がん』が第 1イ立を占め¥三大成人病が60%から70
%を占めています。年齢が高くな るにしたがい、脳血管疾患が増えてきます。

成人病は、生活習慣病といわれるとおり 、長年の生活の積み重ねの結果引き起こって くる病気を総称していま

す。 このよう な病気を予防¥早期発見するには、今までの自分の生活をふ りかえるとともに¥今の体の状態 を知

ることから始まります。

今のあなたは健康ですか ?

E彊彊彊彊年齢別死t原因(平成9年)

80歳以上

70"-'79歳

60"-'69歳

50"-'59歳

40"-'49歳

39歳以下

圃がん

~ 心臓病

圏脳血管疾患

口 その他

2 

3 

4 

参考資料

60歳未満の死亡者の状況

ブB3コ 女

がん 11人 1がん 6人

脳卒中 5人 脳卒中 2人

肺炎 3人
2 
自殺 2人

心臓 2人 心臓 1人

事故 2人 3 肺炎 1人

自殺 2人 事故 1人

(平成10年 4 月 ~ g 月 統計より )

.どのようにしたら、『がん』を早期に見つけることができるでしょうか。
「がん」になる細胞は、早 くて数年、ほぼ10年以上かかつて大きなものになっていきますが、その聞はほとんど症状が
出ません。その後¥ がん細胞が大き くなるにつれて症状が現れるようになります。検診は症状のない人が受けるものです。

症状がある場合¥早めにかかりつけの病 ・医院の先生に相談し¥受診してくださ l¥0 

上手に検診を受けまし ょうO

早期発見・早期治療のために、あなたができることから始めましょう O

11.1.16 [4J 
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平成11年度各種検診の申込書

提出方法

申込書は、 Hl29日働までに、ハガキのまま、
又は、封筒に入れる等して、各自治会の提出方

法に従って提出してください。

また、直接、健康推進課・各支所ヘ提出して

いただいても結構です。

上回市(健康推進課)

干386-8601 上田市大手1丁呂11番16号
電話 23-8244 

点線部分を矢印の方向に折り曲げて

からゆっ くりとはがしてください

検診の対象となるかたには、世帯ごとに直接はがき(各種検診の

申込書)を 1月10日ごろ郵送しました。(平成12年 3月31日までに

各検診の対象になるかたも、申し込みできます)

-申込書の記入方法.
はがきを開いた左側が申込用紙です。はがきと下記の「記入に

あたって」をよくご覧のうえご記入くださし'0

く記入例〉 -申込書の記入にあたって.
・希望する検診に ro印」をつけてください。
申し込めない検診には、 r* * * Jマークがつ
いています。(例えば…男性は乳房検診)

平成11年度 各種検診の申込書 ・この項目はどちらか一方を選んでください。両

方O印をつけた場合には、「基本健康診査と大
腸検診」を優先させていただきますO

※希望する各申込書lこO印をしてくださ¥， ¥0 

上回 太郎 30. 
申 胃 検診

込

O ~ I * * * I 0・|O 
3000002 

申|胃検診

込

欄1***1***1***1***1***
4t * * * * * * * * * * * * * * * 
申|腎検診

込

欄I* * * 

申し込み締め切り日

1月29日(金)

[5] 71. 1 .16 

平成11年度に40歳になるかたへ
(昭和34年4月 1日~昭和35年3月31日生まれ)

40歳は壮年期の入り口です。グンと病気の発病

率も高くなります。健康の情報や検診の案内とと

もに 5月ごろ申し込みをとりに伺います。

今回の申し込みは必要ありませんO

.提出方法.
記入後 1月29日(金)までに各自治会の提出方法に

従って提出してください。

(例えば 1月16日付けの回覧文書といっしょに回

される茶色の回収用封筒を利用して、中にはがき

を入れていただき、隣組長さんへ提出する。)

提出方法は、必要に応じて①はがきのまま(た

たんで〉②はがきをお手持ちの封筒に入れてなど

の方法でお願いします。

市では、職場などで検診を受ける機会のなし1か

たに、検診料の一部を負担していただき行ってい

ますo (はがきには、参考に平成10年度の検診料

が記載されています)

また、市の検診のあとの健康教室もお誘いして

います。

健康づくりに役立てましょう/

※はがきが届かないなど不明な点は、直接健康推

進課にお問い合わせください。また、電話での申

し込みはできませんので、あらかじめご了承くだ

さい。
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刃

IsagS動車道
4車線佑決定

昨年12月25日、上信越自動車道・小諸インターチェンジ~更埴ジ

ヤンクション間の4車線化が決定されました。
4車線化により、高速道路を安心して走行することができるよう
になり、いっそうの地域の発展も期待されます。

近いうちに工事が始まります。地域の皆さんにはご迷惑をおかけ

しますが、早期完成にご協力いただきますようお願いします。

マ問い合わせ 交通対策課(固③51 29) 
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館
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催
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⑫
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-
書
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場
無
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マ
と
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友
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無
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と
き
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午

マ
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学
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3
年
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以
下
は
保
護
者
同
伴
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参

加
料
無
料
マ
申
し
込
み
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月

日
日
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午
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で
受
け

付
け
-
第
2
土
曜
日
学
習
施
設
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マ
テ
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マ

化

石

①

マ

と

き
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月
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日
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午
前
日
時

i
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午

マ

内
容
鉱
物
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
顕

微
鏡
写
真
を
撮
影
(
参
加
無
料
)

-
親
子
映
画
会
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

2
月
日
日
出
、
比
日
間

(
午
前
日
時

i
、
午
後

2
時
初
分

i
)

マ
上
映
作
品
『
は
だ
か
の
王
様
』

『
ね
ず
み
の
嫁
入
り
』
『
い
ば
ら
姫
』

「
金
色
の
が
ち
ょ
う
』
(
上
映
時
間
必

分

)

マ

定

員

印

名

市役所代表電話

回22-4100
岡25-4100

問

。
-
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

2
月
初
日
出
午
後

7
時

ω分
i
9時
(
集
合
は

7
時
加
分
)

マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
。

パソコン教室

講座名 実施日 対象者 E員(先着清 受講料 申し込み(需百で)

パソ コン入門平日 2月4日(木)、5日(創
16歳以上の初心者 20名 1000円

1月28日(木)
コ 一 ス 午前9時~正午 午前9時から
ワープロ「ワード」 2月9日側、10日側、16日伏)、17日(水)16歳以上でキーボード、

20名 6000円
1月31日(日)

夜間4日間コース 午後 6 時30分~9 時30分 マウスを扱えるかた 午前9時から

親子パソコン教室
2月13日出

小・中学生の親子 20名 500円
2月7日(日)

午前9時30分~午後3時30分 午前9時から
パソコン入門休日 2月14日(日)

16歳以上の初心者 20名 1000円
2月7日(日)

コ 一 ス 午前9時~午後4時 午後1時から
表計算「ロータス」 2月20日(土) 16歳以上の初心者でキーボー

20名 3000円
2月11日(木)

入門コース 午前9時~午後4時 ド・マウスを扱えるかた 午前9時から
パソコン入門夜間 2月25日(木)、26日(創

16歳以上の初心者 20名 1000円
2月1.1日(木)

コース 午後6時30分~午後9時30分 午後1時から

介
護
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介
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介
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⑨
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介
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介
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介
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介
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⑧
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.2月の粗大ごみ回収日
2月20日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



納期限2月1日(月)
・市県民税 4期
・国民健康保険税 7期

上
回
女
子
短
大
で

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

は
ど
こ
に
』
ほ
か
)
、
合
唱
(
『
も
の

の
け
姫
』
よ
り
、
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー

ル
ド
」
よ
り
『
イ
ッ
ツ
ア
ス
モ
ー

ル
ワ
ー
ル
ド
』
『
ハ
イ
ホ
!
』
「
星
に

願
い
を
』
ほ
か
)

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員
を

募
集
し
ま
す

計
画
管
理
課

(困
1
8
5
4
)

水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格
閃
歳
ま
で
の
か
た

マ
募

集

人

員

若

干

名

マ

面

談

随
時
マ
応
募
期
限

3
月

3
日

ωま
で

相談名 日 時 会場など

2月12日(釦
法 律 相 5炎 13:30'"'-'15:30 

市役所(予約制) 2月26日佳) 生活環企境課
13:30，...， 15:30 (本庁 1階)
2月10自体) 岱

土地建物棺談 13:00""16:00 @ 4 

人権・悩みごと相談
2月4日(木) 人権問和対策課
13:00'"'-' 16:00 O (南庁舎1階)

農地問題相談
2月1日何) O 農業委員会
8 :30""17:00 (本庁舎2階)

イJ 政 本自 a画"火l' 2月8日(月) よ田西武10:00"" 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜B
1 0:00""15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00'"'-'16 : 0。

社(岱会②福8祉O協8議O会) 
法
(律予約制相) 

a炎 2月20日(土)
10:00'"'-'正午

3宅 童 本目 日炎 毎週土曜B
13 : 30'"'-'15 : 30 

市吉 ま寄 相 ー炎
毎週水曜日

社(fi会@福3祉O協8議2会) 10・00""15: 0。
法 律 中目 談 2月17自体)
(予約制) 13:30'"'-'15:00 

上(fi回@商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00'"'-'16:00 

市 民 本自 吾自火タと 毎週月~金曜日 生活環境課
交通事故相談 9 :00'"'-'16:00 市 (本庁舎1階)

YE z阜=.主 本自 きロ火~ 毎週月~金曜日 役 (fi③福2祉O課00) 9 :00'"'-'16:00 

母 子 中目 日炎
毎週月~金曜日 所 福祉課
9 :00""16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(ftパ@ートサテライト内〉8 :30""17:00 8 0 1 1 ) 

保育・子相育談て)相談 毎週月~金曜日

子育部(岱保て⑫支育3援園0セ内9相ン6談タ)一(電話 9 : 00'"'-'16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日

南 軍

(面接相談) 9 :00""16:00 

月の相談

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(圃③8888コードNo.279)
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催
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付
け
広
報
で
発

表
)
マ
締
め
切
り

2
月
比
日
目

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

セ
ミ
ナ
ー
へ
ど
う
ぞ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

(固
⑩
1
0
0
0
)

-

「
節
分
企
画
」
パ
ソ
コ
ン
で
鬼
の

お
面
を
作
ろ
う
(
受
講
料

5
0
0
円
)

マ
と
き

1
月
幻
日
目
午
後

1
時

叩
分

1
3時

マ
定
員

小

学
生
以

下
の
子
と
保
護
者
同
組
(
先
着
順
)

.
マ
マ
と
幼
児
の
た
め
の
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
教
室
(
受
講
料

1
0
0
0
円
)

マ
と
き

2
月

9
日
閃
・
幻
日

ω

(
2
回
コ

l
ス
)
午
前
日
時
別
分

1

1
時

初

分

マ

定

員

入

園

前

の

幼

児
、
園
児
と
お
母
さ
ん
日
組
(
先
着

順
)

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
固
@
5
3
3
4
)

2 月 6 日(土)…ツルヤ岩下庖、マツヤ上田~(J II西) 、社会福祉協議会東側駐車場
2月13日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
2月20日(土)…マツヤ上回インター庖、やおふく上堀庖
2月27日(土)・・・ジャスコ上田庖、 しおだ野シ ョッピングセンター

.ウィークエンドリサイクル2月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、
古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。11.1.16 [7J 



扶
養
手
当
¥
障
害
児
福
祉
手
当
ま

た
は
特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手

当
¥
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
等

イ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
人
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
¥
社

永
住
者
に
限
り
ま
す
〉
・
:
市
歳
以
下
の
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

人
1
人
に
つ
き
2
万

円

分

の

地

域

振

興

人

券
が
世
帯
主
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

③

昭
和
9
年
1
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

②
次
の
ア
ま
た
は
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
た
人
(
平
成
什
年
1
月
1
日
現
在
、
日

当
す
る
人

(
日
歳
以
下
の
人
で
世

帯

主

歳

以

上

の
人
〉
で
平
成
川
年
度
の
市
町

が
①
に
該
当
す
る
人
を
除
く
〉
。

村
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
か
っ
¥
身

ア
次
の
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等
体
上
ま
た
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ

平
成
什
年
1
月
1
日
現
在
、
次

る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て

に
掲
げ
る
年
金

・
手
当
を
受
給
し
い
る
人

(
た
だ
し
、

平
成
什
年
1
月
1

て
い
る
人
(
一
部
に
税
金
が
課
税
日
の
時
点
で
¥
継
続
し
て

3
か
月
を
超

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
い
う
条
件
え
て
病
院
や
老
人
保
健
施
設
に
入
院
・

が

あ

り

ま

す

)

入

所

し

て

い

る

人

は

対

象

に

な

リ

ま

せ

老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎
年
ん
。
ま
た
¥
そ
の
人
が
扶
養
親
族
と
し

金
等
、
遺
族
基
礎
年
金
、
母
子
年
て
申
告
さ
れ
て
い
る
場
合
は
¥
扶
養
し

金
、
準
母
子
年
金
ま
た
は
遺
児
年
て
い
る
人
も
所
得
割
が
非
課
税
の
場
合

金
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
に
限
り
ま
す
)

「
地
域
振
興
券
」
が

交
付
さ
れ
ま
す

地
域
振
興
券
交
付
事
業
は
、
若
い
親

の
層
の
子
育
て
を
支
援
し
、
ま
た
、
老

齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
や
所
得
が
低

い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
リ
、
個
人
の
消
費
の
喚
起
・

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
振

興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

回

交
付
対
象
者
と
交
付
額

(②
j
④
は
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の

対
象
者
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
)

①
昭
和
問
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
(
平
成

刊
年
1
月
1
日
現
在
で
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
や
外
国
人
登
録

法
で
定
め
ら
れ
た
永
住
者
ま
た
は
特
別

下水道指定工事庖および十+~
指定給水装置工事事業者乞f百疋J
排水設備工事および給水装置工事は¥市で

指定した業者でないと施工できません。指定

業者は市への申請手続き・工事等をいっさい

代行しますので、工事の申し込みは指定業者

へ直接依頼してくださ L、
・新たに指定した下水道指定工事庖

工事庖名 |営業所所在地

伺サニテック |小県郡青木村大字村松2037-3

川崎設備 |上田市常磐城4-14-1 

伺中沢商届 |埴科郡坂城町大字坂城6392

(布美晴 |長野市篠ノ井ニツ柳1881-5

1
月
初
日
は

第
M
W

回
文
化
財
防
火
デ

i

消
防
本
部
予
防
課

(岡
⑧
0
0
2
9
)

文
化
課

(固
⑫
5
1
0
2
)

1
月
初
日
は
、
昭
和
包
年
に
法
隆

寺
金
堂
の
火
災
で
日
本
最
古
の
壁
画

が
焼
損
し
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
時
期
は
火
災
が
多
い
こ
と

か
ら
、
火
災
に
よ
っ
て
二
度
と
貴
重

な
文
化
財
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

昭
和
初
年
に
こ
の
日
を
「
文
化
財
防

火
デ

1
」
と
定
め
、
全
国
的
に
文
化

財
に
対
す
る
保
護
意
識
の
高
揚
を
図

④
昭
和
9
年
1
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

.
た
人
で
平
成
川
年
度
の
個
人
の
市
町
村

民
税
が
非
課
税
の
人

(た
だ
し
、
そ
の

人
が
扶
養
親
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い

る
場
合
は
¥
扶
養
し
て
い
る
人
も
非
課

税
の
場
合
に
限
り
ま
す
〉

:・
②
j
④
に
該
当
す
る
本
人
に
つ
い
て

2
方
円
分
の
地
域
振
興
券
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
¥
①
に
該
当
す
る
世
帯
、王

で
②
j
④
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
¥

①
の
交
付
額
と
②
j
④
の
交
付
額
の
合

計
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

回

「

地
域
振
興
券
」
に
つ
い
て

1
枚
当
た
り
の
額
面
は

1
0
0
0
円

で
、
発
行
は

3
月
中
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
使
用
で
き
る
期
間
は
、
地
域
振
興
券

の
交
付
を
開
始
し
た
日
か
ら

6
か
月
間

に
限
ら
れ
ま
す
。
地
域
振
興
券
の
交
換
¥

譲
渡
お
よ
び
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
振
興
券
は
次
の
「
特
定
事
業
者
」
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
な
が
ら
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化

財
な
ど
優
れ
た
文
化
財
が
数
多
く
あ

り
、
文
化
財
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
こ
の

1
月
初
日
に
文
化

財
へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
を
実
施

し
、
「
文
化
財
防
火
運
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
り
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
に

贈
物
と
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

一

人
ひ
と
り
が
文
化
財
に
対
し
て
深
い

理
解
と
愛
護
の
心
を
養
い
、
文
化
財

[8J 

園

地
域
振
興
券
が
使
え
る
事
業
者
を

「
特
定
事
業
者
」
と
い
い
ま
す
。

「
特
定
事
業
者
」
と
な
る
た
め
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
募

集
開
始
は

2
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
事
業
者
は
¥
登
録
後
、
地
域
振
興

券
を
取
り
扱
う
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を

表
示
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
カ
ー
(
市
か

ら
送
付
〉
を
庖
頭
に
掲
示
し
ま
す
。

特
定
事
業
者
は
¥
地
域
振
興
券
の
持
参

者
に
、
券
面
記
載
の
金
額
に
相
当
す
る

物
品
の
販
売
、
貸
付
ま
た
は
役
務
の
提

供
を
行
い
¥
特
定
事
業
者
が
取
引
に
よ

り
得
た
地
域
振
興
券
は
¥
市
が
定
め
た

方
法
に
よ
り
換
金
手
続
き
を
と
っ
て
現

金
と
し
ま
す
。

17.1.16 

-
地
域
振
興
券
担
当

[
直
通
]
¥
困
@
5
2

-
問
い
合
わ
せ

(
固
@
5
2
4
5

5
7〉地
域
振
興
券
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

を
大
切
に
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

1
レ
よ
v

つ
。

ハロ
i
ワ
ー
ク
上
回
・
小
諸

合
同
就
職
面
接
会

上
田
公
共
職
業
安
定
所
(
固
⑧
8
6
0
9)

一
般
求
職
者
・

3
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
上

田
・
小
諸
の
公
共
職
業
安
定
所
管
内

の
事
業
所
お
よ
そ
印
社
が
参
加
し
て

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

1
月
幻
日
附
午
後
2
時

(

)

4

時

マ

と

こ

ろ

上

田

高

砂

殿

(
天
神
2
丁
目
)



学校体育施設開放

利用団体の登録を受け付けます
上田市では、社会体育の普及振興を図るため、学校

の体育施設を一般に開放していますO 学校体育施設の

利用を希望される場合には、 1年ごとに利用団体の登

録が必要となります。

じ>対象 市内在住か市内へ通勤・通学するかたで組

織し、成人の指導者のいる団体 じ>登録の方法所定

の登録用紙に必要事項を記入し、体育課までお持ちく

ださい(郵送可〉。用紙は体育課にありますO じ>受

付締切日 2月19日後)必着(※郵送の場合も同様)

じ>その他 3月に登録団体による日程調整会議を行い

ますので、代表者は必ず出席してください。

利用できる施設 | 利用できる日時

日 l市内小学校 ・中学校 |年間(日曜・祝日及び年末年

寄| ※ー中については新しく開校す |始は除く )4月 1 日 ~7月 31 日
制るこ紛餅前槌縦約|は午後6時 30分 ~9時、 8月 1

l ぎすゴご…へ~……rv-v-… | 日 ~3月 31 日は午後6時~9時

グ|三中・四中.M・畑中・六中
ラ|西Ijl.jt/jl・塩即jl・JII副い神JlI小・豊監Ijl・南小・塩田西Ijl15月1日 ~10月 31 日まで
ン| 栄一中については利用方法が今後決定期お知らせします。 今|午後 6 時30分~9 時
ド | 目油幅縮官話術記縦泥釘アの~\

体育課固⑫5105

市民スキー・スノーボード大会
(第47岡市民総合体育大会)

教育公
開
講
康

J
』
れ
か
ら
の
鍵
康
イ
キ

イ
キ
生
活

5
環
境
問
題
と
鍵
康
3
」

城
南
公
民
館
(
固
⑫
7
6
1
8
)

自
然
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
?

環
境
問
題
は
私
た
ち
が
自
然
と
向
き

合
う
心
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
の
心
の
在
り
方
か
ら
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
生

涯
学
習
市
民
大
学
公
開
講
座
「
こ
れ

か
ら
の
健
康
イ
キ
イ
キ
生
活

i
環
境

問
題
と
健
康
j
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ

演

題

木

と

水
と
人
と

マ
講

ょ
う

し
よ
う
め
い

師

絵

本

作

家

・

葉

祥

明

さ

ん

マ
と
き

2
月

6
日
出
午
前
日
時
加

分
j
正

午

マ

と

こ

ろ

城

南

公

民

館

マ

申

し

込

み

1
月
お
日
間
w
i

幻
日
附
に
、
電
話
で
城
南
公
民
館
へ

・

葉

祥

明

さ

ん

絵
本
作
家
。
作
品
や
講
演
活
動
を

と
お
し
て
命
の
大
切
さ
、
自
然
の
大

切
さ
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

1
9
9

0
年
、
創
作
絵
本
「
風
と
ひ
ょ
う
」

で
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ

l
ニ
ャ
国
際
児

童
図
書
展
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
賞
受
賞
。

ほ
か
に
「
は
な
は
ど
こ
に
い
っ
た

の
」
「
森
が
海
を
つ
く
る
」
「
地
雷
で

は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
」
な
ど
多
数

の
作
品
が
あ
る
。

今年は、スキーに加えスノーボードの部も開催。

bとき 2月21日(日) 受付:午前8時30分'"'"'9時20分
(競技終了予定午後2時) [>ところ 菅平ホワイト

ダボス大松スキー場 じ>参加資格 市内在住か市内へ

通勤・通学するかた(中学生以下のかたは保護者の承

認が必要です) じ>参加料 高校生以上 2，000円、中

学生以下1，000円 b申し込み 2月12日後)までに参

加料を添えて、体育課またはスター商会、プレスト、シェ

ルツのいずれかに申し込む。郵送の場合は、 2月12日(金)

必着で、申込書に記入のうえ、参加料を添えて申し込

む。[>競技方法 大回転(部門により、スタート地

点が変わります〉部門別タイムレース [>部門 スキー

の部 男子[①一般40歳以上の部②高校生以上40歳未

満の部③中学生の部④小学生高学年の部⑤小学生低学

年の部] 女子[⑥高校生以上の部⑦中学生の部⑧小

学生高学年の部⑨小学生低学年の部] スノーボード

の部 男子[①1部(グランプリ上部スタート)②2

部(グランプリ中間点スタート)J 女子[③1部(グ

ランプリ上部スタート〉④2部(グランプリ中間点スター

ト)J *年齢は平成11年2月21日現在の満年齢 じ>表

彰 各部門上位6位まで表彰、 3位までに記念品を贈

ります。

償
州
青
年
シ
ン
ボ
ジ
ュ

1
夢

川
上
回
(
仮
称
)
企
闇
実
行
委
員
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑧
5
1
0
3
)

「
青
年
た
ち
自
身
の
社
会
参
加
に

つ
い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
」
を
目
標
に
、
「
信
州
青
年

シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
夢
悶
上
田
(
仮
称
)
」

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
企
画
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
思
う
「
こ
ん
な
こ
と

を
話
し
た
い
、
こ
ん
な
人
の
話
が
聞

き
た
い
」
が
実
現
で
き
ま
す
。

マ
募
集
期
間

3
月
初
日
働
ま
で

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
生

涯
学
習
課
へ

第 1岡上岡市民一輪車競技大会

小学生から大人まで、一輪車に乗れる人全員集合/

親子での参加も大歓迎。

bとき 3月7日(日) 受付:午後1時'"'"'1時30分、

開会式:午後1時35分 bところ 市民体育館競技場
じ>対象小学校1年生~一般[>種目 ①50mスプ

リント②100mスプリント③30mバックレース(背走)

④ジグザグ走行競争30m(し、ずれも男女共通と し、小

学生各学年の部、中学生各学年の部、一般の部ごとに

タイムを競う) じ>参加料 1人 300円 b申し込み
2月26日(金)までに、所定の申込用紙に出場する種目

などを記入し、参加料を添えて体育課へ。 じ>その他

日ごろご愛用の一輪車をご持参ください。表彰は、

各種目の部門別に上位3位まで、O

11.1.16 [9J 



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑫

0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

[10J 

げませんが時期が来ましたら、必ず委託医療機関に電

話予約を入れてからお出かけください。接種料金は無

料です。

①今回の1期初回対象者で3回接種できなかったお子
さん ②今回の1期追加対象者で接種ができなかった
お子さん ③以前の対象者で1期初回を3回接種でき

なかった、あるいは 1期追加の接種ができなかったお

子さん(ただし7歳6か月未満〉
.テレホンガイドうえだ関連情報

ド、NO.504

E D U G H 

ド
T L A E H 

| 健康推進課(固⑫8糾 1 

固⑫8888コー

.三種混合予防接種(集団接種)

1 .対象者

① 
平成10年1月1日~平成10年3月31日生まれの
お子さん

1期初回
平成9年12月31日以前の生まれで未接種のお子
② 
さん(ただし、7歳6か月未満)
平成7年9月1日~平成8年6月30日生まれで
① 第1期初回終了後12か月以上経過しているお子

1期追加
さん

平成7年8月31日以前の生まれで第1期初回終
② 了後12か月以上経過しているお子さん(ただし、
7歳6か月未満)

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 1 時~2 時 ②2歳児教
室…午後 1 時~1 時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10

か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ち ください。 3歳児は、健康診査
票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちください。また、 尿検査の容器も

お持ちくださし、。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代(実費)、お

やつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

(市役所南斤舎2階)

※平成10年4月1日~平成10年9月30日生まれのお子さんは、個別
接種です。12月末送付の通知に従い接種してください。

2.接種方法

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
2月9日 10.9.16~ 9.30 

2月17日 10.10. 1 ~10.15 

10ヵ月
2月3日 10.3.16~3.31 

2月22日 1 O. 4. 1 ~ 4 .15 

1歳6カ月
2月5日 9. 7 .16~ 7 .31 

2月24日 9.8.1 ~8.15 

3歳
2月10日 8.1.1 ~ 1.15 

2月19日 8.1 .16~ 1.31 

2歳児教室
2月2日 8.11. 1 ~11.15 

2月23日 8 .11.16~11.30 

-保健センター

3.受付時間 午後1時30分'""2時10分
4.持ち物 母子健康手帳、予診票(赤ちゃん手帳の

中に入っています)

5.注意事項

①体温は会場で計り予診票に記入していただきますO

②治療中または経過をみている病気がある場合には、

主治医に前もって相談し、診断書または意見書をも

らってください(当日接種医が参考にして接種の可

否を決めますので接種できない場合もあり ます)。

.三種混合予防接種目程表

-塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4カ月 n 0 nc n 10. 9 .16~ 10.15 
2月25日| 10カ月 L iJ L.J U 10. 3 .16~ 4.15 

.川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

3歳
2歳児教室

7.12.1 ~8. 1 .31 
8 .11. 1 ~ 12.31 

2月26日
2月16日

会場 2回目 3回目 対象地区

中央公民館 2月2日 3月2日 東部・南部 ・中央

上野が丘公民館 (火) (:k) 神科(岩門・伊勢山は除く )

城南公民館 城下
2月3日 3月3日

川西社会福祉 (水) (水) 川西 ・泉田
セ ン タ

塩田母子センター
中塩田 ・西塩田

2月4日 3月4日 東塩田 ・別所
(木) 休)

神川地区公民館 神)11

川 辺 町 会館 2月5日 3月5日 川辺

西部公民館 (剣 (金) 西部 ・塩尻

中央公民館 2月16日 3月16日 ~t昔日

上野が丘公民館 (刈 (火) 神科(岩門・伊勢山)・豊殿

働く婦人の家
利用受付申請期聞が変わります

働く婦人の家では、今まで、翌月末までの利用につ

いて申し込みを受け付けていましたが、2月1日から、

翌々月の末までの利用の申し込みが可能になります0

.問い合わせ 働く婦人の家 〈固⑫2988)

77. 1 .76 

11年度より三種混合予防接種はこれまでの集団接種

がなくなり 1期初回・追加とも個別接種となります。
該当る訂正絹溢り泌すプ………
[>今回1期初回が終了したお子さんにも追加接種時

(1年'""1年半後〉に通知を差し上げますので、届い

てから個別接種を受ける ようにしてくださし ¥0

[>次の①~③に該当するお子さんは、次回11年7月~

9月実施の個別接種を受けてください。通知は差し上
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に
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れ
た
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も
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司
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し
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ま
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現
在
の
生
島
足
島
神
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の
本
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は
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叶
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す
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・
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・
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七
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ド
λ
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町
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講

年
パ

i
4仁
川
に
上
田
繊
維
専
門
怠

凡又

v
p
と
校
名
を
改
称
し
、
昭
和

μ
年

(
1
9
4

E
此

立

口

9
)
の
学
制
改
革
に
よ
り
信
州
大
学
繊
維

本

学

4
1

品
粧

I

d

1

J

W

河

神

繊
島
」
学

足
巣
大

島
の
州

生
鴻
信

「
l
l

「
l
l

「
l
l

「生
島
足
島
神
社
本
殿
内
殿
」

県
宝
指
定
に

「信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂
」

登
録
有
形
文
化
財
に

信州大学繊維学部講堂

(登録有形文化財)

の
切
妻
屋
根
の
建
物
で
、
そ
の
特
徴
か
ら

建
築
年
代
は
天
文
年
間

(
1
5
2
2
1
5

5
年
)
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
の
床
が
土
間
で
あ
る
と
い
う
全
国

に
も
あ
ま
り
例
の
な
い
古
い
本
殿
形
式
を

伝
え
る
貴
重
な
建
物
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
同
月
県
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

生島足島神社本殿内殿
(県宝)

学
部
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
登
録
文
化
財
に
な
っ
た
講
堂
は
、

昭
和

4
年

(
1
9
2
9
)
に
完
成
し
た
木

し

た

み

い

た

ば

造

2
階
建
て
、
下
見
板
張
り
の
建
物
で
、

三
角
の
張
り
出
し
窓
を
付
け
た
特
徴
あ
る

外
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
講
堂
の
内
部
に
は
、
蚕
糸

の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
桑
・

繭

・
蛾
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
彫
刻
が
各
所
に
あ
り
、
「
蚕
都

う
え
だ
」
を
代
表
す
る
貴
重
な
洋
風
建
築

と
し
て
、
昨
年

9
月
国
の
登
録
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。

※
登
録
文
化
財
制
度
と
は

近
代
(
明
治

i
戦
前
)
の
建
物
は
、
そ
の
耐

周
年
数
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
消
滅
の
危

機
に
ひ
ん
し
て
い
ま
す
。

登
録
文
化
財
制
度
は
、
こ
れ
ら
の
建
物
を
緊

急
に
保
護
す
る
た
め
に
、
平
成

8
年
叩
月
か
ら

新
た
に
設
け
ら
れ
た
、
従
来
の
指
定
制
度
よ
り

も
緩
や
か
な
文
化
財
の
保
護
制
度
で
、
所
有
者

の
協
力
を
得
な
が
ら
適
切
な
保
護
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ

う

す

「鴻
の
巣
」
市
指
定
文
化
財
・
名
勝
に

小
牧
山
の
南
西
麓
の
ア
カ
マ
ツ
林
に
お

お
わ
れ
た
緑
の
中
に
、
東
西
約
1
9
0
m
・

高
さ
約
m
m
に
わ
た
っ
て
白
く
岩
石
の
露

出
し
た
崖
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
崖
は
今

か
ら
約

1
4
0
0万
年
前
に
こ
の
地
方
が

ま
だ
海
だ
っ
た
こ
ろ
、
海
底
に
堆
積
し
た

砂
や
小
石
が
固
ま
っ
て
砂
岩
ゃ
れ
き
岩
と

な
り
、
そ
の
後
の
土
地
の
隆
起
で
現
在
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

風
雨
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
浸
食
さ
れ
た

崖
が
垂
直
に
そ
そ
り
立
つ
そ
の
様
子
は
、

国
指
定
天
然
記
念
物
の
阿
波
の
土
柱
(
徳

島
県
)
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
の
雄

大
な
景
観
を
私
た
ち
の
目
の
前
に
現
し
て

い
ま
す
。
白
く
凹
凸
の
あ
る
崖
地
形
に
周

囲
の
松
の
緑
が
よ
く
調
和
し
た
す
ば
ら
し

い
景
観
で
あ
り
、
昨
年
日
月
、
上
田
市
で

初
め
て
の
名
勝
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

鴻の巣

(市指定文化財・名勝)

毎
月
第
3
日
曜
日
は

[12J 

「家
庭
の
日
」

11.7.16 

父
の
こ
と

塩
田
中
学
校

1
年

佐
藤

光
さ
ん

「早
く
起
き
な
さ
1
い
。」

朝
に
な
る
と
、
目
覚
し
時
計
よ
り
け
た
た
ま
し

い
母
の
声
が
ひ
び
い
て
く
る
。
最
初
の
一
声
で
父

だ
け
が
起
き
る
。
二
度
目
は
父
が
起
こ
し
に
来
る
。

母
と
ち
が
っ
て
声
だ
け
で
な
く
、
ふ
と
ん
を
は
が

す
。
母
の
声
は
予
報
で
、
父
に
ム
リ
や
り
起
こ
さ

れ
る
。
で
も
、
土
曜
日
は
会
社
が
休
み
だ
か
ら
ぼ

く
た
ち
が
先
だ
。

父
が
会
社
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
は
七
時
ご
ろ
。

晩
ご
飯
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
七
時
に
で
き
あ
が
る
。

そ
し
て
父
は
い
つ
も
一
番
風
目
。
風
日
そ
う
じ
担

当
の
ぼ
く
は
、
冬
は
特
に
父
が
入
る
時
間
に
お
湯

が
冷
め
な
い
よ
う
に
時
間
を
合
わ
せ
る
の
が
た
い

へ
ん
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
の
家
の
風
口
口
は
温

水
器
か
ら
お
湯
を
入
れ
て
、
冷
め
た
ら
ま
き
な
ど

で
火
を
た
く
風
目
だ
っ
た
か
ら
だ
。

父
は
べ
つ
に
厳
し
い
人
じ
ゃ
な
く
て
、
フ
ァ
ミ

コ
ン
を
き
ら
っ
て
い
た
母
に
、
「
ど
の
友
達
の
家

に
も
あ
る
の
に
光
だ
け
な
い
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
。
」

と
、
自
分
で
や
り
た
く
て
買
っ
て
来
た
。
け
っ
き
ょ

く
、
ぼ
く
達
に
と
ら
れ
て
何
回
か
や
っ
た
だ
け
だ
っ

た。
父
の
自
ま
ん
は
、
ス
キ

l
。
こ
れ
だ
け
は
厳
し

か
っ
た
。
す
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
な
か
な
か

リ
フ
ト
に
乗
せ
て
く
れ
ず
歩
か
さ
れ
た
。
お
か
げ

な
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
上
級
の
コ

l
ス
も
ど

う
に
か
す
べ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。



第一学校給食センターでは、昨年9月から10

月に行った給食週間に、それぞれの学校からテ

ーマを決めて給食に関する標語を募集し、コン

クールを1Tいました。
各校から出された入選作品を紹介します。

食事の大切さを考えよう
〔学校給食標語コンクール入選作品紹介 】|
学校名・ァーマ 学年 氏名

戸員u、 標 晋ロ五口

一中
3年 竹内阿紀 金 「ピーマン人参 トマトに セロリ一 野菜は陰のヒーローです」

2年 和田正美 S艮 「めざせ 1日 30品 残さず食べよう給食を」
「バラ ンスのよい食事」

1年 宮島舞子 2同 「栄養たっぷり 勇気リンリン パワーぜんかい」

ニ中
3年 宮坂悟史 金 「間食で つりあわせよう 栄養天秤J
1年 中島秀樹 S艮 「栄養のバラ ンス考え 楽しいおやつ」

「よい間食のとり方」
2年 山本泰士 S同 「知らぬうちの落とし穴 かたよる栄養の落とし穴 それが間食の落とし穴」

=中
3年 宮原英子 金 「朝の燃料食べないと 体の列車走らない」
2年 一之瀬顕 S艮 「朝食は心と体の エネルギー」

「朝食の大切さ」
1年 木地洋美 S同 「一日は これで始まる 朝ご飯」

四中
3年 石井春香 金 「ごみ ほこり 食べるみんなは 気づかない」
3年 三輪さやか S艮 「守るマナー おいしい給食君の手で」

「マナーを守ろう」
3年 松山 洋 S同 「手を洗い席について さあ食事」

五中
3年 大沢美佳 金 「手作りの あたたかい気持ちに ありがとう」
3年 古平佳恵 金艮 「行き重く 帰りは軽い食缶に」

「マナーを守ろう」
1年 佐藤 ・iニーEヲ2巳 S同 「マナー守れば うまい給食パクパクパク」

塩田中
3年 西島圭一 金 「肉食べて牛乳飲めば ムキムキだ」
3年 平田博一 S艮 「カルシウム とればとるほど いい骨づくり」

「感謝して食べよう」
3年 上野真晴 S同 「給食は とてもおいしく 最高よ」

六中 1年 村田有沙 金 「骨のため毎日しっかり 運動を」一日 700mgのカルシウム
「骨や歯を 3年 清水淳矢 S艮 「カルシウム摂ってじようぶな歯と心」
じようぶにしよう」 3年 丸田実季子 室岡 「カルシウム毎日とって骨元気」

学
校
給
食
用
の
食
器

を
新
し
く
切
り
替
え

環
境
ホ
ル
モ
ン
溶
出
の
心
配
か
ら

上
田
市
で
は
昨
年
ロ
月
、
市
内
小
中
学
校
の
学

校
給
食
で
使
用
し
て
い
る
食
器
の
う
ち
、
環
境
ホ

ル
モ
ン
の
溶
出
が
心
配
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
カ

l
ボ

ネ
1
ト
製
の
食
器
を
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
材
質

の
食
器
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

切
り
替
え
た
食
器
は
、
自
校
給
食
校

5
校
で
使

用
し
て
い
る
「
角
仕
切
り
皿
」
「
汁
カ
ッ
プ
」
「
は

し
」
と
、
第
一

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
さ

れ
、
全
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
「
は
し
」
。
「
角

仕
切
り
皿
」
と
「
汁
カ
ッ
プ
」
は
ニ
ュ

l
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ

ン
製
に
、
「
は
し
」
は
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
サ

ル
フ
ォ
ン
製
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

ロ
月
初
仏
目
、
食
器
が
替
わ
っ
た
川
辺
小
学
校
の

給
食
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
食
器
を
使
い

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

12月22日、新しい食器に切り替えた
川辺小学校の給食の時間

ぼ
く
は
三
年
生
く
ら
い
か
ら
パ
ス
ケ
に
興
味
を

も
っ
た
。
父
は
、
お
も
ち
ゃ
み
た
い
な
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ

l
ル
を
二
メ
ー
ト
ル
ち
ょ
っ
と
の
屋
根
に
つ

け
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ぼ
く
に
は
、
け
つ
こ

う
高
さ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
ぼ
く
は
六
年
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
。
ぼ
く
に
合
っ

た
も
の
を
見
つ
け
た
気
が
し
た
。

「
お
れ
は
、
好
き
で
農
業
を
や
っ
て
い
る
。
三

人
の
中
で
、
だ
れ
か
や
り
た
い
者
が
い
た
ら
や
れ

ば
い
い
。
子
供
の
人
生
を
決
め
る
の
は
親
じ
ゃ
な

い
。
自
分
で
生
き
て
い
け
る
時
が
来
る
ま
で
は
、

め
ん
ど
う
を
み
て
や
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
お
れ

を
手
伝
え
。
や
り
た
い
こ
と
は
、
し
た
い
と
思
っ

た
時
実
行
し
な
い
と
後
で
は
で
き
な
い
ぞ
。
相
談

事
は
、
文
句
を
言

っ
て
も
最
後
に
は
聞
い
て
や
る

か
ら
、
そ
の
時
の
文
句
だ
け
は
ま
じ
め
な
顔
し
て

聞
け
。
」

お
酒
を
飲
ん
で
帰
っ
て
来
た
時
、
そ
う
ぞ
う
し

さ
の
中
で
聞
い
た
父
の
話
は
う
な
ず
け
た
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
父
の
本
音
か
な
と
思
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ぼ

く
に
は
、
父
も
母
も
祖
母
も
わ
ず
ら
わ
し
か
っ
た
。

け
れ
ど
そ
の
日
か
ら
ぼ
く
の
心
の
中
で
、
父
の
い

る
場
所
が
大
き
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
父
だ
け
ど
、
ぼ
く
の
相
談
事
は
何
一
つ

聞
か
ず
に
、
六
年
生
の
五
月
二
十
八
日
に
心
不
全

で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
。

ぼ
く
は
、
パ
ス
ケ
部
に
入
部
し
た
。
父
が
言
っ

て
た
よ
う
に
、
や
ら
な
い
で
く
や
し
い
思
い
は
し

た
く
な
い
。
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は

何
に
で
も
挑
戦
し
た
い
。
失
敗
に
は
数
え
き
れ
な

い
く
ら
い
出
会
う
と
思
う
。
ぼ
く
の
未
来
に
道
は

な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
道
を
作
っ
て
い
っ
て
、
後

ろ
を
ふ
り
か
え
る
余
裕
が
で
き
た
ら
思
い
出
そ
う

と
思
う
。
父
は
き
っ
と
見
て
い
て
く
れ
る
と
思
う
。
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-合同受付日時・平成11年3月7日(日)午前10時---11時圃受付会場。市民体育館

通年毎週土曜日 1 4:00~ 17:00 
上堀河川敷グラウンド 新小学校1年生

軟 式 野 球 第2土曜日 9 : 00~12:00 100 * 5，000 毎月女 2，000 
毎週日曜・祝日 9:00~15:00 (専用グラウンド) ~小学6年生男女

多種目ちび、っこなんでも
4 月 ~10月

上堀河川敷グラウンド
幼稚園年中組

20 大1，000 毎月大 1，000 
第2・4土曜日 10:00~ 11:30 ~小学2年生男女

卓 球 通年毎週土曜日 14:00~ 16:00 市民体育館剣道場 新小学3年生
50 1，000 毎月 1，000 

~高校3年生男女
通年第2・4土曜日 9:00~ 1 2:00 

新小学1年生
ct 央 (小学生は10:00~11:30) 市民体 育館剣道場 30 大1，000 年女 12，000

第1・3日曜日 6:30~ 8:00 ~中学3年生男女
|剣

東 通年毎週土曜日 15 :00~ 17:00 東小学校体育館 〆ノ 30 * 1，000 年大 12，000
南 通年毎週日曜日 6:30~ 8:00 南小学校体育館 11 30 * 1，000 年女 12，000

道 ~伺
神豊 設/

|| ¥¥ 学学 析 やや 官官 神科・豊殿は上野が丘公民館で、

減※*量!E 1 
0公民館等で募集しますので、入団 // 

申込みの際、ご確認ください。 j中11 国草任/ |l¥小学学朽l 
佼ィ本7

λソ
川西・塩田は各公民館で後日募集

します。

ソフ トテニス
第2 ・ 4土曜日 9 :00~12:00 (4~ 11月〉 古戦場公園コ ー ト(土〉

新小学4年生
(旧軟式庭球 )

毎週日曜日 6 :00~ 7:30 (5~ 10月〉 市 営東庭球場(日〉
~中学3年生男女

100 なし 年女 5，000
(冬期土曜日 9:00~12 ・ 00 小学生のみ) 市民体育館(l2~3月 〉

ア 一 ス
(4~11月〉毎土曜日 15:00~ 17:00 市塩営田西庭球場 (4~11月〉 新小学2年生

(硬 式〉
(4~11月)毎日曜日 6:30~ 8:00 多目的室内運動場

~中学3年生男女
30 * 5，000 毎月 1，500 

C1 2~3月)冬期毎土曜日 1 3:00~17:00 (12~3月〉

。電話での受付 も可 宮23-8094(三井〉
(月〉市民体育館剣道場 毎月小 2，500 

少 林 寺 拳 法 通年毎週月・金曜日 18 :00~19:30 
(金) // 競技場 新小~学高校1年3生年生男女 20 3，000 中高 3，500 

陸 上 鬼、"-t兄: 技
4 月 ~11月

市営陸 上競技場
新小学l年生

50 大 2，000 年女1，000
第2・4土曜日 14 ・00~16:0。 ~小学6年生男女

サ カ
4 月 ~11月

上田高校第二グラウンド
新小学4年生

50 * 5，000 な しツ
第1・2・3日曜日 9:30~ 11:30 ~小学6年生男子
5 月 ~2 月

上回会場→市民体育館 新小学4年生 前期 5，000女
ミニノイスケットボ ール 上田会場毎週水曜日 18:00~19:30 150 なし

塩田会場毎週土曜日 16:00~18:00 
塩田会場→中塩田小他 ~小学6年生男女 後期 5，000 

少年硬式野球
通年 毎週水曜日 15:00~ 18:00 

古舟河川敷グラウ ンド 新小2~[tl l年(4~8月生れ)男女
毎週土曜日 14:00~ 18:00 30 5，000 毎月 4，000 

上 田 グ
毎週日曜・祝日 9:00~ 12:00 (少年野球専用 〉 中 l 年(ト3月生れ)~中3男子

少年硬式野球
通年毎週水曜日 17:00~ 19:00 

日置電機グラウンド 新小学l年生
毎月

上 国南リーグ
毎週土曜日 14:00~ 17:00 

(専用グラウンド〉 ~中学1年生男子
30 5，000 小2まで 3，000

毎週日曜・祝日 9:00~12:00 小3以上 4，500
南 ジ ニエ ア 通年 9 :30~ 11:30 

日置電機人工芝グランド
新小学1・2年男子

30 * 500 毎月女 1，500 スポ ー ツクラブ 第2・4土曜日/第1・3・5日曜日 (千曲川左岸在住のみ)

ムCJ 気 道 通年毎週土曜日 1 8:30~20:30 市民体育館柔道場
新小学4年生

25 なし 毎月 1，000 
~高校3年生男女

柔 道 通年毎週土曜日 15 :30~ 17:30 市 民体育館柔道場 新小学3年生
30 なし 年女 3，000

~小学6年生男女

フ グ ピ 一
4 月 ~11 月

上堀河川敷グラウンド 新小~学小学1年生 50 なし 年*4，000 
毎週日曜日 9:00~ 10:00 6年生男女

※塩田少年野球教室 通年毎週日曜日 9:00~12:00 中塩田小学校グラウン卜‘
新小学3年生

50 
後日、塩田公民館で募集

~小学6年生男子 します。

12月~(3主月に冬毎期・週10日回曜~日l 新新小小学学536年年生生男男女女→マ4 5寄干30名名 221i7中，O~00yw;の場年合1は6，抽00選0 ス キ 一 2回〉
主に菅 平 ス キー場

新 体 操 通年毎週土曜日 1 4:00~ 15:30 
勤労者体育センター 新小学2年生

15 * 1，000 毎月 1，500 
及び上田創造館 ~小学3年生女子

中 央
通年毎週水曜日 16:00~18 :0。 市民体育館競技場 新小学3年生

50 なし 毎月 2，000 
ノミレー

毎週土曜日 14:00~ 16:30 勤労者体育センター他 ~小学5年生男女

ボール
通年小学生→毎週土曜日 上野が丘社会体育館 新小学中3年生 小中学20 3，000 毎月 1，000 

※上野が丘 中学生→毎週月・水・木・ 金 〈神科、豊殿小学校と第五 ~ 学2年生男女 学20
0時間帯ti、それぞれお問い合わせください。 中学校に募集します〉 。希望者は電話で申し込んでくださ L、。 27-3285(中村〉

ク二'g 手
通年第2・4土曜日 9:00~ 12:00 中山空手道場(下之条〉 新小学1年生

50 大 5，000 年 10，000 
毎週月・水・金曜日 1 8:00~ 19:00 (土曜日のみ上回却訪者体育センター) ~高校3年生男女

体 操(器械体操〉
通年第2・4土曜日

城下小学校体育館
新小学1年生 小学10

1，000 
前期 3，000 

14時"-'16時か15時"'17時のどちらか選択 ~中学3年生男女 中学10 後期 3，000 

スポーツチャン ノイラ 通年毎週土曜日 15:30~ 17:00 市民体育館競技場 新小学3年生
30 * 3，000 年女 7，000及び勤体トレーニング室 ~中学3年生男女

塩田 バレ ー ボ ー ル
通年毎週土曜日 17 ・30~20:00

長野大学体育館 他
新小学1年生

30 なし 毎月 2，000 
毎週日曜日 17:00~19:30 ~小学6年生男女

本目 撲
4 月 ~11月

市
，込昌ふゐ
中目 撲 場

新小学l年生
50 なし 年* 800 

第2・4土曜日 15:00~ 17:00 ~中学3年生男女

ソフ トボ ー ル 通年毎週日曜日 10:00~12 :00 市内各グラウンド
新小学4年生

30 大 3，000 年 6，000 
~中学3年生女子

原則として、各少年団とも定員になり次第締め切ります。

宮崎印は、入団受付の際納入してくださし、。※印は、公民館・指導者が独自に募集するものです。

問い合わせ:上田市スポーツ少年団事務局 H27-9400 
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-
ロ
月
定
例
会

ロ
月

3
日
同
開
催
し
た
ロ
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

浦
里
小
学
校
問
題
検
討
委
員
会

設
置
要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

検
討
委
員
に
「
浦
里
地
区
自
治

会
内
浦
里
小
学
校
問
題
研
究
委
員

会
代
表
」

5
人
を
加
え
る
改
正
案

に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

-
刊
は
月
引
日
制
臨
時
会

ロ
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

我
妻
忠
夫
教
育
委
員
の
選
任
案
が

同
意
さ
れ
、
ロ
月
幻
目
、
市
長
か

ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
、
臨
時
会

を
開
催
し
、
教
育
委
員
長
に
安
江

昭
祐
委
員
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

我
妻
忠
夫
委
員
を
教
育
長
候
補
者

と
し
て
選
任
し
、
長
野
県
教
育
委

員
会
の
承
認
を
受
け
教
育
長
に
任

命
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
安
江
委
員
長
が
平
成

日
年
ロ
月
幻
日
ま
で
、
我
妻
教
育

長
が
平
成
比
年
ロ
月
初
日
ま
で
で

す
。

J 

教
育
委
員
会
の
構
成
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

.教育委員会の構成

委員長 安江昭祐

委員長職務代理者宮島江以子

教育委員 大津智昭

教育委員 飯島 浩一

教育長 我妻 忠夫

-
刊
は
月
幻
日
制
臨
時
会

ロ
月
幻
日
間
四
発
生
し
た
学
校
給

食
の
異
物
混
入
事
故
に
つ
い
て
臨

時
会
を
開
催
し
、
今
後
の
対
応
と

し
て
安
全
管
理
と
児
童
・
生
徒
へ

の
指
導
の
徹
底
等
を
協
議
決
定
し

ま
し
た
。

市制施行80痛年にはこんな本
を刊行する予定です。

近現代編(6 ) 
「上田の風土と近代文学J

『上田市誌』
編さんだより⑬

市誌編さん室田③9741

安江昭祐委員長

近
現
代
編
の
中
で
、
平
成
日
年
に

発
刊
す
る
本
は
、
「
上
田
の
風
土
と

近
代
文
学
」
で
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
各
時
代
に

わ
た
っ
て
、
多
く
の
作
家
が
上
田
地

方
の
自
然
や
生
活
、
産
業
や
歴
史
・

文
化
な
ど
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
回
出
身
の
作
家
や
市
民

の
文
学
同
好
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
学
活
動
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
こ

の
本
で
す
0

・
:
そ
の
内
容
は
、

明
治
時
代
の
文
学

・
秋
和
の
里
と
詩
人
た
ち

.
文
芸
活
動
の
ひ
ろ
が
り

.
芸
術
家
た
ち
と
大
屋

・
上
田
を
訪
れ
た
作
家
た
ち

旅
の
文
学
、
上
田
ゆ
か
り
の
文

尚子

大
正
時
代
の
文
学

・
上
回
出
身
作
家
た
ち
の
活
躍

.
短
詩
型
文
学
の
興
隆

・
山
本
鼎
と
そ
の
周
辺

我妻忠夫教育長

j 
-
別
所
温
泉
と
作
家
た
ち

昭
和
(
戦
前
)
の
文
学

・
プ
ロ
派
の
作
家
と
そ
の
時
代

.
詩
歌
に
詠
ま
れ
た
上
田

.
上
田
を
訪
れ
た
作
家
た
ち

上
田
見
物
、
ゆ
か
り
の
土
地
、

信
仰
の
旅

昭
和
(
戦
後
)
の
文
学

.
上
田
を
訪
れ
た
作
家
た
ち

塩
田
平
紀
行
、
真
田
氏
紀
行

.
上
田
ゆ
か
り
の
詩
人
た
ち

・
疎
開
作
家
た
ち

・
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
活
動
と
地
域
の

人
た
ち
の
活
躍

真
田
一
族
の
物
語

・
幸
村
と
真
田
十
勇
士

・
昌
幸
の
築
城
と
家
康
の
上
田
攻
め

:
な
ど
で
す
υ

今
ま
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
上
田
で
出
版
さ
れ
た
貴
重
な

文
芸
誌
(
花
月
文
庫
、
嬉
笑
文
庫
、

信
州
文
壇
な
ど
)
や
、
青
年
会
図
書

館
、
時
報
な
ど
も
調
査
し
て
、
執
筆

し
ま
し
た
。

-

)

 

払
揃

Mm
画
師

和
人
書

師

昭島
オ
d
+
巾

ふ
中
・

凶
川
W

論
中
居

評

刻

1
1
F

柳
紙
日

y
i
i
i
!
1

川
表
日

ま
た
、
文
学
作
品
も
で
き
る
だ
け

資
料
と
し
て
本
文
に
位
置
付
け
ま
し

た
。
そ
し
て
写
真
も
た
く
さ
ん
用
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
を
も
て

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
の
郷
土
を
よ
り
深
く
理

解
で
き
ま
す
し
、
ま
た
文
学
を
通
し

て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
に
役

立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

一

『

上

田

市

誌

』

一

一
予
約
申
し
込
み
受
付
申
一

上
田
市
の
別
世
紀
末
ま
で
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
な
ど
の
姿
を
、
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
記
述

し
た
「
上
田
市
誌
」
の
予
約
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
別
周
年
の
記
念
と
し
て

1
組
お
そ
ろ
え
く
だ
さ
い
。

予
約
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
誌
編
さ
ん
室
へ
。

信州文壇
明治36年
(中之条図書館蔵)
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139首、俳句・ 150句
102旬、計・ 391作品

数
一
稿一投
一
の
一
月
一

今

一
昨
抑

短

川

投稿先/干386-0025上田市天神2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

媛
可欠

宮
崎

盛
登
選

日
間

四
J

神

科

新

屋

古

川

隆

子

年
金
を
下
ろ
し
て
帰
る
道
す
が
ら
花
舗

に
紅
き
果
、
椿
買
う中
村

上

原

は

な

表
札
の
取
り
は
ず
さ
れ
て
人
け
な
さ
庭

に
野
菊
の
乱
れ
咲
く
み
ゆ

下

郷

土

原

宗

雄

七
十
路
の
あ
り
あ
り
見
ゆ
る
妻
の
背
は

農
を
守
リ
し
重
き
歳
月

口

Elm
築

地

倉

津

昭

夫

色
紙
に
命
吹
き
こ
む
指
の
先
羽
樽
く
ご

と
く
鶴
を
折
る
な
リ
下

紺

屋

町

小

島

寛

深
刻
な
環
境
ホ
ル
モ
ン
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

今
問
わ
れ
い
る
人
類
の
知
恵

小

牧

宮

島

正

み
な
そ
こ

冬
の
川
残
照
透
る
水
底
に
さ
、
ざ
れ
石
群

つ
ば
ら
か
に
見
ゆ長
島

松

井

律

子

生
き
て
来
し
喜
怒
哀
楽
を
思
う
と
き
運

だ
め命
ど
吾
は
明
日
に
歩
ま
む

材

木

町

大

谷

文

子

m
u
y」
ト
Ja

一
夜
に
て
急
逝
を
せ
し
友
の
弔
辞
読
む

万
感
に
手
元
ふ
る
え
て
止
ま
ず

手

塚

柳

町

も

と

子

久
々
に
茶
を
点
つ
る
庭
に
ピ
ラ
カ
ン
サ

あ
け

実
朱
に
華
や
ぐ

行
聞
・
上
田
市
(
干
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
n
ー
叩
〉

発
圃
・
上
田
市
教
育
委
員
会
〈
干
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
|
刊
)

倉

升

和

田

と

く

よ

ひ
と
と
き

デ
イ
ケ
ア
に
夫
を
送
リ
て
一
時
の
心
の

安
ら
ぎ
に
ま
ど
ろ
む
吾
は

上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

ヘ
ル
パ

l
の
余
興
に
し
ば
し
聞
を
お
き

て
少
し
微
笑
み
車
椅
子
乳
む

下

組

室

賀

文

江

あ
い
づ
ち

老
人
ホ
!
ム
に
合
槌
を
打
ち
聞
き
お
れ

ば
師
走
の
午
後
は
早
暮
れ
か
か
る

中

組

山

寺

勝

世

ウ
イ
ン
ド
ウ
に
大
魔
神
祭
リ
し
福
祉
箱

近
よ
リ
祈
リ
ぬ
浜
辺
の
街
に

緑

が

丘

津

林

清

司

哀
れ
な
る
戦
争
ど
い
う
名
の
殺
し
合
い

未
だ
終
ら
ぬ
戦
後
五
十
年

新

田

松

井

正

信

戦
い
の
は
げ
し
さ
球
体
癒
し
け
む
今
日

幸
村
の
隠
し
湯
に
浸
る

(
評
)
作
品
は
幾
度
も
読
み
な
お
し
て
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。

選
者
詠

夜
空
晴
れ
て
北
に
傾
く
天
の
川
野
戦
の

夜
々
を
思
い
た
た
ず
む。F

伺

矢
島

渚
男
選

日
間
骨
〕

上

常

国

大

森

松

枝

生
き
て
ゐ
る
今
日
を
素
直
に
久
、
、
す
み
れ

下

紺

屋

町

小

島

寛

先
日
の
秋
耕
の
人
逝
か
れ
し
ど

集
圃
園
調
秘
書
課
(
固
@
4
1
0
0
国
@
5
1
1
1
)

編
圃
圃
圃
庶
務
課
(
回
@
5
1
0
0
囲
@
3
7
4
5〉

伊

勢

山

小

田

中

久

灯
ど
も
す
や
時
雨
い
つ
し
か
本
降
リ
に

常

磐

町

白

鳥

つ

な

定
年
の
夫
が
主
役
大
根
干
す

小

牧

一片

岡

て

つ

大
根
煮
る
小
さ
き
幸
せ
あ
り
に
け
リ

凪
門
凶
凹

金

井

秋
深
く
力
尽
き
た
る
夫
逝
く

福

田

小

池

啓

之

稲
架
か
け
る
背
丈
こ
と
な
る
二
人
か
な

小

泉

木

村

シ

モ

焼
芋
や
閣
に
売
リ
声
話
声

浦

野

小

林

信

宏

帰
省
子
に
釘
を
打
た
せ
て
冬
構

保

野

清

水

ゆ

き

子

冬
の
街
見
え
る
席
選
る
会
議
室

蛇

沢

佐

藤

初

枝

熟
れ
柿
を
つ
い
ば
む
鳥
の
影
近
し

大

屋

日

野

和

子

雪
折
れ
の
木
々
そ
の
ま
ま
に
秋
深
む

築

地

倉

津

昭

夫

冬
ぬ
く
く
水
は
低
き
に
移
リ
を
リ

新

田

松

井

正

信

木
枯
し
の
真
田
の
里
を
巡
リ
け
リ

緑

が

丘

畑

和

人

落
葉
道
短
く
終
れ
ば
一
反
リ
踏
む

小

泉

川

瀬

と

よ

子

う
ど
ん
屋
に
忘
れ
て
し
ま
ひ
冬
帽
子

住

吉

が

丘

布

施

典

子

枯
枝
の
一
葉
障
子
に
ゆ
れ
て
を
リ

選
者
吟

木
曾
谷
や
囲
炉
裏
に
う
ご
く
炎
の
子

ιよJ
石

谷

良
子
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岡
崎
阿
山

愛

宕

町

松

井

悌

子

年
末
の
夜
廻
リ
終
わ
リ
新
春
を
待
つ

伊

勢

山

小

林

林

松

好
き
な
唄
連
れ
て
花
野
の
万
歩
計

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

漬
物
え
妻
の
手
は
知
る
塩
加
減

下

青

木

関

林

平

ハ
イ
ヒ
ー
ル
脱
げ
ば
厨
の
マ
マ
ど
な
リ

新

田

松

井

正

信

手
料
理
は
プ
ロ
に
も
負
け
ぬ
母
の
味

長

島

真

砂

み

ち

子

真
っ
直
に
生
き
る
と
強
い
向
い
風

分

去

山

本

セ

ツ

ラ
ッ
キ
ー
な
便
リ
待
つ
な
リ
大
安
日

上

常

国

大

森

松

枝

ら
ち
も
な
さ
事
を
苦
に
し
て
年
終
わ
る

笹

井

小

市

修

一

無
器
用
に
妻
に
あ
れ
こ
れ
機
嫌
取
る

八

木

沢

池

田

芳

正

お
年
玉
今
年
も
ふ
え
た
孫
の
数

(
選
者
か
ら
)
ご
健
康
で
越
年
お
目
出
度

う
。
新
年
号
の
匂
稿
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
し

た
。
こ
の
余
力
で
今
年
の
文
芸
欄
に
花
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。
私
の
旬
、

手
の
届
さ
そ
う
な
白
寿
を
柳
友
ど
待
つ

九
十
五
鮮
紅

刷
-
・
田
辺
印
刷
糊

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
固
@
1
4
9
2


